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緊急地震速報に新たな観測データ 

の活用始まる  
 

 

気象庁では、緊急地震速報の充実のために海底地震計や地中深くに設置した地震計の観測データ

の活用を進めていますが、この3月31日10時から（独立行政法人）海洋研究開発機構、（独立行政

法人）防災科学技術研究所及び気象庁観測網のデータについて活用が開始されます。 

これにより、南海トラフ沿いの巨大地震や首都圏直下の地震で、緊急地震速報(警報)をこれまで

より早く発表できるようになるとの報道発表[気象庁・（独）防災科学技術研究所・（独）海洋研

究開発機構]がありましたので紹介します。 

詳しくは、下記、気象庁ホームページをご覧ください。 

http://www.jma.go.jp/jma/press/1503/24a/eewkatsuyou20150324.html 

 

 

 

新たな観測データの活用により期待される緊急地震速報（警報）への効果 

◆ 南海トラフ沿いの巨大地震について； 

海底に設置されている地震計で地震波をより早く検知することで、最大数秒早く発表 

することができます。 

◆ 首都圏直下の地震について； 

地中深くに設置されている地震計で検知することで、最大1 秒程度早く発表すること 

ができます。 

 

 

 新たに活用が始まる各機関の観測網のデータ 

・ ＤＯＮＥＴの活用 ： ２点  

      （独）海洋研究開発機構が紀伊半島沖熊野灘に設置し、運用している 

「地震・津波観測監視システム」（図1）。 

・ＫｉＫ－ｎｅｔの活用：１５点 

（独）防災科学技術研究所が設置し、運用している「基盤強震観測網」 

（ＫｉＫ－ｎｅｔ）のうち、南関東の概ね５００ｍ以上の深さに設置 

されたもの（図2）。 

・ 多機能型地震計の活用：５０点 

気象庁が設置し、運用している地震計で、緊急地震速報のための 

データ処理機能と計測震度計の機能を併せ持ったもの（図3）。 
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図 1 （独）海洋研究開発機構「ＤＯＮＥＴ（熊野

灘）」の配置図。赤色で囲ったＡ-1、Ｄ-15 が新 

たに活用開始される観測点です。 

図 2 （独）防災科学技術研究所所「ＫｉＫ－ 

ｎｅｔ（南関東）」の配置図。赤枠で囲った 

15 点が新たに活用開始される観測点です。 

図 3 気象庁「多機能型地震計、海底地震計」の配置図。右の表は新たに活用開始される観測点 
一覧（50 点：図 3 の赤丸印）です。 

（本頁の図は全て気象庁報道発表資料より）
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～～～ なまずきんの働き（2014年2月） ～～～ 
【発信数等概要】 

2 月に緊急地震速報（警報）が発表された地震は 1回でした（1月はありませんでした）。また、

緊急地震速（予報）が発表された地震の回数は 88 回（1 月は 67 回）でした。発信の総数は 479

通（1月は 334 通）でした。緊急地震速報の予測震度 4 以上と報じた地震の回数は 5回（1月は 3

回）、予測震度 3と報じた地震の回数は 20 回（1 月は 17 回）でした（表 1・2）。 

東北地方太平洋沖地震の余震活動の余震は、次第に少なくなってきているものの、最大震度４

以上を観測した地震が１回、震度１以上を観測した地震が 64 回発生するなど、引き続き岩手県

から千葉県北東部にかけての沿岸及びその沖合の広い範囲で発生しました。 

なお、余震回数（2011/03/11 14:46～2014/2/28 24:00、本震を除く）は、M7.0 以上が 9 回、

M6.0 以上が 117 回、M5.0 以上が 840 回となっています。 
 
 

表 1  緊急地震速報で最大震度が 4 以上と予測された地震及び警報発表回数（2014 年 2 月 1 日～28 日） 

  予測震度 4 以上の発表回数   警報発表回数 

東北地方太平洋沖地震の余震    4 回  

計 5 回 

  0 回  

計 1 回 上記以外    1 回   1 回 

  

表 2  緊急地震速報で最大震度が３と予測された地震の回数（2014 年 2 月 1 日～28 日） 

 予測震度３の発表回数 

東北地方太平洋沖地震の余震 13 回  

  計 20 回 
上記以外 7 回 

 

 

 

【徳島県で発生した二つの地震について】 
徳島県では 2 月に、徳島県南部を震源とするＭ5.1（最大震度 5強）の地震と徳島県北部を震源と 

 するＭ4.0（最大震度 3）の地震が発生しました（表 3）。 

  6 日 10 時 25 分の徳島県南部の地震では、緊急地震速報（予報）の第 1報は、地震波検知から 3.3 

秒後に、緊急地震速報（警報）は 6.8 秒後の第 3報で発表されました。 

緊急地震速報（警報）の第 1 報を発表した地域及び主要動到達までの時間を図 4 に、緊急地震速報（警

報）の内容を表 4 に示します。 
また、図 5は徳島市や阿南市付近に着目したときの「なまずきん」による再現表示です。主要動 

 が徳島市や阿南市付近にちょうど到着の様子を示しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震発生日時 

月/日 

 時：分：秒 

震央地名 
北緯 

度(°)分(′)

東経 

度(°)分(′)

深さ 

km 

マグニチ

ュード   

(Ｍ) 

最大

震度

2/6 

 10：25：12.4 
徳島県南部 33°44.0′ 134°22.2′ 11 5.1 5 強

2/14 

 23：17：11.7 
徳島県北部 33°57.3′ 133°52.5′ 41 4.0 3 

表 3 徳島県南部及び北部で発生した地震の震源要素 
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※1 震度 4程度以上    徳島県南部、徳島県北部、高知県東部 

※2 震度 5弱程度以上   徳島県南部 

震度 4程度以上    高知県東部、徳島県北部、高知県中部、香川県東部 

※3 震度 4から 5弱程度  徳島県南部 

震度 4程度      高知県東部、徳島県北部 

※4  震度 4程度      徳島県南部 

 

震 源 要 素

等 

発表時刻等 

震源要素 

予測震度 地震波検知

からの時間経

過(秒) 

北緯 

度(°)

東経 

度(°)

深さ

km 

ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 

（M） 

地震波検知時刻 

     10 時 25 分 15.1 秒 
－ － － － － － 

1 10 時 25 分 18.4 秒 3.3 33.8 134.4 10 4.3 
最大震度 

3 程度以上 

2 10 時 25 分 19.4 秒 4.3 33.8 134.4 10 5.3 ※1 

3 10 時 25 分 21.9 秒 6.8 33.6 134.3 10 5.7 ※2 

4 10 時 25 分 22.3 秒 7.2 33.7 134.4 10 5.4 ※3 

5 10 時 25 分 23.6 秒 8.5 33.7 134.4 10 5.1 ※4 

6 10 時 25 分 26.2 秒 11.1 33.7 134.4 10 5.1 ※4 

7 10 時 25 分 27.5 秒 12.4 33.7 134.4 10 4.7 ※4 

8 10 時 25 分 32.1 秒 17.0 33.7 134.4 10 5.0 ※4 

9 10 時 25 分 40.5 秒 25.4 33.7 134.4 10 4.9 ※4 

10 10 時 25 分 45.2 秒 30.1 33.7 134.4 10 4.9 ※4 

11 10 時 26 秒 05.2 秒 50.1 33.7 134.4 10 4.9 ※4 

12 10 時 26 分 10.3 秒 55.2 33.7 134.4 10 4.9 ※4 

表 4 徳島県南部の地震の緊急地震速報（警報）の内容です 
（緊急地震速報（警報）は、背景が灰色[第 3 報]の時に発表されています） 

図 4 緊急地震速報（警報）の第 1 報を

発表した地域及び主要動到達までの時

間を示します。 
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[気象庁作成】 

[気象庁作成】 
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図 5 徳島県南部の地震（2 月 6 日 10 時 25 分）の“なまずきん”による再現の様子を示し

ます。 
・緊急地震速報（警報）受信し、徳島市や阿南市付近ではちょうど主要動が届くタイミン

グを示しています。 
・×印が震央、外側の円（薄い黄色）がＰ波、内側（濃い黄色）がＳ波（主要動）の拡が 

りを表します。 
 

阿南市 

徳島市 


